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アフターコロナに向けて関心が高まっている「外国人材」に関する情報を、3回
に分けてお届けしています。1回目のVol.12では、日本の外国人労働者の状況と
代表的な在留資格についてお伝えしました。今回は、東北の外国人労働者の状況
についてお伝えします。

外国人労働者の状況について～宮城・東北編～

宮城県

【厚生労働省「外国雇用状況の届出状況」、東北経済産業局「東北経済のポイント」等より作成】

外国人労働者:13,415人

国籍別順位
1位ベトナム:4,496人
2位中 国:2,435人
3位ネパール:1,736人

総人口:2,290千人

【県内主要業種】
食料品

輸送用機械
石油製品・石炭製品

外国人労働者:3,861人

国籍別順位
1位ベトナム:1,976人
2 位 中 国 : 5 9 1 人
3位フィリピン:3 6 5人

総人口:1,111千人

【県内主要業種】
食料品
非鉄金属

電子部品・デバイス

青森県
外国人労働者:5,225人

国籍別順位
1位ベトナム:1,871人
2位中 国:1,018人
3位フィリピン:901人

総人口:1,196千人

【県内主要業種】
輸出用機械
食料品

生産用機械

岩手県

外国人労働者:2,233人

国籍別順位
1 位 ベ ト ナ ム : 7 0 7 人
2位フィリピ ン: 4 8 5人
3 位 中 国 : 4 3 8 人

総人口:945千人

【県内主要業種】
電子部品・デバイス

食料品
生産用機械

秋田県

外国人労働者:4,427人

国籍別順位
1位ベトナム:1,721人
2 位 中 国 : 9 6 8 人
3位フィリピン:51 9人

総人口:1,055千人

【県内主要業種】
電子部品・デバイス
情報通信機械
食料品

山形県

外国人労働者:9,527人

国籍別順位
1位ベトナム:3,360人
2位フィリピン:1,672人
3位中 国:1,542人

総人口:1,812千人

【県内主要業種】
化学

情報通信機械
輸送用機械

福島県

東北の外国人労働者について （2021年10月時点）
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2021年 専門的・
技術的分野 特定活動 技能実習 資格外活動 身分に基づく

在留資格 不明

全国
1,727,221人

394,509人
（22.8%）

65,928人
（3.8%）

351,788人
（20.4%）

334,603人
（19.4%）

580,328人
（33.6%）

65人
（0.0%）

宮城県
13,415人

2,504人
（18.7%）

304人
（2.3%）

3,919人
（29.2%）

4,303人
（32.1%）

2,384人
（17.8%）

1人
（0.0%）

青森県
3,861人

617人
（16.0%）

159人
（4.1%）

2,256人
（58.4%）

240人
（6.2%）

588人
（15.2%）

1人
（0.0%）

岩手県
5,225人

654人
（12.5%）

253人
（4.8%）

2,831人
（54.2%）

413人
（7.9%）

1,074人
（20.6%）

0人
（0.0%）

秋田県
2,233人

420人
（18.8%）

24人
（1.1%）

1,074人
（48.1%）

154人
（6.9%）

561人
（25.1%）

0人
（0.0%）

山形県
4,427人

575人
（13.0%）

91人
（2.1%）

2,175人
（49.1%）

157人
（3.5%）

1,429人
（32.3%）

0人
（0.0%）

福島県
9,527人

1,463人
（15.4%）

304人
（3.2%）

3,750人
（39.4%）

1,127人
（11.8%）

2,883人
（30.3%）

0人
（0.0%）

30%

25%13%

7%
2%

23%

中国

ベトナム

フィリピン

ネパール

インドネシア

その他

37%

18%13%

7%

4%

21%

2021年
38,688人

2017年
27,764人

国籍別労働者数からみた比較

在留資格別労働者数からみた比較

東北の特徴として、各県ともに「技能実習」の割合が全国（20.4%）を上回っ
ており、製造業や建設業等を中心に技能実習生の受入れが多いことがわかります。
宮城県においては、大学等への留学生が多くアルバイト活動等といった「資格外
活動」の割合が高くなっています。

2021年は全体で5
年前と比べ約11,000
人増加し、その中で
もベトナム人の労働
者数が約2倍になり、
国籍別で最も多く
なっています。

＜東北6県合計の国籍別外国人労働者数＞

※2021年の全国の外国人労働者数合計は
1,727,221人であり、うちベトナム人
が453,344人（26.2%）と最多となっ
ています。

2017年は中国人の労働者数が最も多い状況でしたが、中国の経済成⾧に伴う賃
金水準の上昇等により、日本での労働者数は年々減少傾向にあります。

（7,080人）

（14,131人）（8,368人）

（6,992人）

【厚生労働省「外国雇用状況の届出状況」より作成】

【厚生労働省「外国雇用状況の届出状況」より作成】

（4,856人）

（2,775人）

（1,614人）

（8,320人）

（3,615人）
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本紙記載の内容につきましては、当行が信頼できると考える情報に基づき作成しておりますが、その正確性、信頼性、完全性を保証するもので
はございません。法律上、会計上、税務上の助言を必要とされる場合は、それぞれの専門家にご相談いただくようお願い申し上げます。

【お問合せ先】
七十七銀行 市場国際部 アジアビジネス支援室
TEL.022－211－9880

【Global Letter NEXT ホームページ】
その他の記事はこちらからご覧ください。
https://www.77bank.co.jp/kokusai/globalletter_next/

３

職種別労働者数からみた比較

東北の特徴として、食料品製造業（全国8.0%）や繊維工業（全国5.6%）の比
率が、全国と比較し高いことがわかります。また東北地方は、農業の盛んな地域
であり、青森県と岩手県では上位に農業（全国:2.3%）が入っています。

2021年 第1順位 第2順位 第3順位 第4順位 第5順位

全国
1,777,221人

卸売・小売業
228,998人
（13.3%）

飲食サービス業
179,816人
（10.4%）

職業紹介
労働者派遣業
140,890人
（8.2%）

食料品製造業
137,603人
（8.0%）

建設業
110,018人
（6.4%）

宮城県
13,415人

食料品製造業
3,104人
（23.1%）

卸売・小売業
2,089人
（15.6%）

教育、学習支援業
1,274人
（9.5%）

飲食サービス業
1,082人
（8.1%）

建設業
1,050人
（7.8%）

青森県
3,861人

食料品製造業
983人

（25.5%）

卸売・小売業
452人

（11.7%）

農業
345人
（8.9%）

建設業
284人
（7.4%）

繊維工業
282人
（7.3%）

岩手県
5,225人

食料品製造業
1,715人
（32.8%）

建設業
413人
（7.9%）

卸売・小売業
403人
（7.7%）

農業
397人
（7.6%）

繊維工業
359人
（6.9%）

秋田県
2,233人

繊維工業
501人

（22.4%）

卸売・小売業
269人

（12.0%）

教育、学習支援業
260人

（11.6%）

食料品製造業
140人
（6.3%）

社会福祉・介護事業
123人
（5.5%）

山形県
4,427人

繊維工業
721人

（16.3%）

食料品製造業
640人

（14.5%）

建設業
446人

（10.1%）

卸売・小売業
263人
（5.9%）

教育、学習支援業
237人
（5.4%）

福島県
9,527人

卸売・小売業
1,614人
（16.9%）

食料品製造業
987人

（10.4%）

建設業
902人
（9.5%）

飲食サービス業
575人
（6.0%）

その他サービス業
573人
（6.0%）

今回は、東北の外国人労働者の状況についてお届けしました。次回（最終回）
は、外国人労働者を活用したビジネス展開の実例など外国人材の最新情報をお届
けします。

東北の外国人労働者数は、技能実習生の受入れの割合が高く、東北各県ともに
技能実習生の半数以上がベトナム人の受入れであること等の理由により、ベトナ
ム人労働者の増加に繋がっています。

最後に

【厚生労働省「外国雇用状況の届出状況」より作成】


